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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、通信・放送・気象・測位等に関する社会インフラとして重要な位置を占め
る静止衛星等の信頼性向上をなす上で極めて重要な研究である。軌道上での衛星帯電に
起因する放電事故は、衛星の全機能を一瞬にして喪失させる危険がある。本論文で研究
している電子エミッタは、センサや電源を必要としない受動的動作で電子を宇宙空間に
放出して衛星帯電を防ぐことができる。この電子エミッタが実用化されれば、静止衛星
等の信頼性向上に大きく貢献できる。 
 上記の論文に対して審査を行い、本研究が人工衛星の信頼性向上に向けて大きく貢献
したことが認められた。審査会・公聴会にてなされた、最適な材料物性や突起形状、宇
宙空間での耐性、電子放出のメカニズム等々の質問にも適切に対処した。本論文作成の
過程で証明した研究能力と論文の記述から、本人が博士号を授与されるのに相応しい素
養を身に付けていると判断した。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
